
 
 
 
 
 

 

 

東日本大震災と福島原発災害から 2 年 

我々は何をし、何をしなかったのか。 

～アジアと手を携えた未来への希望を創る震災復興のあり方～ 

 

日時：2013 年 3 月 8 日（金）13:00～17:00 

会場：早稲田大学 19 号館 710 号室 

 

 

 

 

 

主催 早稲田大学重点領域研究機構東日本大震災復興研究拠点 

共催 東京工業大学大学院社会理工学研究科 

 パリ政治学院 IDDRI 研究所 

 高麗大学日本研究センター 

 早稲田大学アジア太平洋研究センター 

 早稲田大学キャンパス・アジア EAUI プログラム 

 早稲田大学日米研究機構 

 早稲田大学アジア研究機構 

 早稲田大学日欧研究機構 
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 開演（12:30 開場） 

 開会挨拶   

 石山敦士（早稲田大学研究推進部長） 

 第 1 部：福島における原子力発電のリスク認識と震災復興のあり方 

  モデレーター ：上田紀行（東京工業大学・教授）  

        コメンテーター： 黒澤正一（早稲田大学・教授）  

                   長谷川玲子（パリ政治学院 IDDRI 研究所）  

      ・原子力発電に対するリスク認識：福島地域調査より  

                  中川唯/小嶋里奈（東京工業大学）・松岡俊二（早稲田大学） 

      ・福島の意見：いわき市民、楢葉町民 

      ・韓国からみた日本の災害研究と安全文化  

      (1)災害後日本政治経済システムの変容：関東・戦後・阪神淡路･東日本大震災の比較分析 

   金暎根（高麗大学日本研究センター）  

         (2)東日本大震災後韓国から見る＜日本社会変容＞について  

         全成坤（高麗大学日本研究センター）    

  第２部:日本の原子力安全規制の社会的・技術的評価  

     モデレーター ：黒川哲志（早稲田大学・教授） 

     コメンテーター：勝田正文（早稲田大学・教授）  

             蟹江憲史（東京工業大学・准教授）  

     ・日本の原子力安全規制の社会的評価 松岡俊二（早稲田大学）  

     ・日本の原子力安全規制の技術的評価 師岡愼一（早稲田大学・教授）  

  休憩   

  第３部:ヨーロッパ、東アジア地域における安全規制   

      モデレーター ：蟹江憲史（東京工業大学）  

       コメンテーター：師岡愼一（早稲田大学）  

      ・ヨーロッパの原子力安全規制   

         Lucien Chabason（パリ政治学院 IDDRI 研究所） 

        ・東アジアの原子力安全協力制度の形成   

                     堀内賢司・松岡俊二（早稲田大学）  

  第４部:パネルディスカッション   

     モデレーター：松岡俊二（早稲田大学）  

      パネリスト：黒川哲志（早稲田大学）、師岡愼一（早稲田大学）、  

勝田正文（早稲田大学）、黒澤正一（早稲田大学）、  

             蟹江憲史（東京工業大学）、上田紀行（東京工業大学） 

      ・我々は何をし、何をしなかったのか。 

      ・アジアと手を携えた未来への希望を創る震災復興のあり方  

  閉会挨拶  

     松岡俊二（早稲田大学：研究代表者）  

 ≪総合司会：長岡千津子（㈱早稲田総研イニシアティブ）≫  

プログラム 

*IDDRI・・・Institute for Sustainable Development and International Relations, Sciences-Po Paris 



 
 

東日本大震災発生からまもなく 2 年を迎えます。東日本大震災にて被害にあわれました皆様に

おきましては、心よりお見舞いを申し上げますとともに、犠牲になられた方々とご遺族の皆様に対

し、心よりお悔やみを申し上げます。 
 
早稲田大学では、2011年5月に東日本大震災復興研究拠点を設立し、早稲田大学の知的共同

体として叡智を結集し、被災地地域復興に貢献するべく研究を行っています。本日のシンポジウム

は、早稲田大学・東日本大震災復興研究拠点“インフラ・防災系復興研究プロジェクト（「複合巨大

クライシスの原因・影響・対策・復興に関する研究：原子力災害とリスク・ガバナンス」）”およびその

研究メンバー中心に申請し、2012 年度に採択された文部科学省研究開発局原子力課・原子力基

礎基盤戦略イニシアティブ「原子力産業への社会的規制とリスク・ガバナンスに関する研究」の研

究成果の発表を行います。 
 
東日本大震災後、我々は何をし、何をしなかったのか、日本のみならず、フランスのパリ政治学

院および韓国の高麗大学からの講演者をお招きし、アジアをはじめとする海外からの意見を取り

入れた議論を行います。また、福島の声として福島県いわき市、楢葉町からも被災地の地元の

方々をお招きし、福島の現状と未来についてお話いただきます。 
 
今回の東日本大震災とりわけ福島原発事故の大きな教訓の一つは、研究者・専門家だけが狭

い閉鎖的な「村」をつくり、市民との対話を欠くと、人間や社会にとって大切な問題を見失い、大き

な社会的失敗をまねくということです。そのためにも、大学の研究者、専門家のみならず、ご参集

いただいた皆様からの様々な意見も取り入れつつ、問題解決の糸口を見出すことが必要です。 
 
世界と手を携えた復興のあり方、とりわけアジアと手を携えた未来への希望を創る震災復興の

あり方を会場の皆様からのご意見も取り入れつつ考えていきたいと思います。本日の共催に加わ

っているキャンパス・アジア EAUI 事業では、アジア社会と手を携えた震災復興の一つの形として

東アジア大学院（EAUI）設立構想を提案しています。こうしたこれからの持続可能な日本とアジア

および世界のあり方を構想し、創っていくことが今回の震災復興の最も大きなテーマです。皆様の

活発なご意見をいただけますと幸いです。 
 
震災復興の問題は、研究者のみならず、ご参集いただいた皆様からの様々な意見も取り入れ

つつ、問題解決の糸口を見出すことが必要です。早稲田大学の誇る卒業生一人に村上春樹とい

う作家がいます。彼は、2009 年のエルサレム文学賞の受賞スピーチ（イスラエル）において、「堅く

高い壁にぶつかる玉子があるのなら、私は常に玉子の側に立つ（"Between a high, solid wall and 
an egg that breaks against it, I will always stand on the side of the egg."）」と言いました。早稲田大学

は引き続き東日本大震災・福島原発事故で被災された人々とともに歩みます。 
 
本シンポジウムが微力ながら、東日本大震災・福島原発事故の被災された人々の復興にお役

に立てれば誠に幸いです。 

シンポジウム趣旨 



 
文部科学省研究開発局原子力課・原子力基礎基盤戦略イニシアティブ「原子力産業への社会的規制とリスク・

ガバナンスに関する研究」 

早稲田大学「複合巨大クライシスの原因･影響･対策･復興に関する研究―原子力災害とリスクガバナンス」 

研究代表者 松岡 俊二 
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要旨 

 

大震災(大災害)の発生後、日本では自然災害のみならず、国民の思想(人文学的な災害)や社会構

造(社会的な災害)、ひいては経済構造や経済政策にも大きな変化が迫られた。もちろん、原因は

大震災に限られるものではなく、円高や海外の政治経済情勢などの影響も大きい。本発表では、

大震災の背後にあるグローバル世界の変動を視野に入れつつ、震災(災害)後日本の経済構造や経

済政策がいかに変化したのかという問題関心から出発し、被災実態に基づいて日本の経済政策

を比較分析しようとするものである。比較の対象は、1923年の関東大震災、1945年以降の戦後1、

1995年の阪神淡路大震災、2011年の東日本大震災後の経済政策である。まず、被災実態の把握

を行ない、その現状を踏まえた経済構造や経済政策の変容を探ることにする。しかしながら、

本発表は震災の復旧･復興プロセスの構造分析を目指すものでなく、主に震災が日本社会に及ぼ

した影響を観察し、なかでも経済政策に関連するものを中心として災害後の日本経済政策の変

容を探るものである。もちろん復旧･復興という視点が変化したことは認めつつ、災害と関連す

る制度(あるいは政策法案)に関して焦点を当てることにする。 

 

まず、日本における各事例に関する先行研究を概観しておこう。 

第1に、震災90周年を迎える1923年の関東大震災の分析は、震災研究の礎ともいえる多様な分

析が行われている2。例えば、震災後、財政・金融面から日本政府が実施した多様な政策とその

                                                      
1
 本論文で戦後とは 1939年から1945年の6年にかけ、日本、ドイツ、イタリア の三国同盟を中心と

する枢軸国陣営と、アメリカ、イギリス、フランス、ソ連、中華民国などの連合国陣営との間で

戦われた全世界的規模の戦争(第二次世界大戦／太平洋戦争)後を指す。 
2
 越澤明『後藤新平 : 大震災と帝都復興』筑摩書房、2011年； 後藤新平著『世紀の復興計画 : 後藤

新平かく語りき』毎日ワンズ、2011年； 福田徳三著、山中茂樹∙井上琢智編『復興経済の原理及
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経済的効果などを分析している。また、後藤新平や福田徳三など震災当時に復興活動に携わっ

た政策行為者を直接扱っているものもある。 

第 2 に、1945 年以降の戦後に関する研究は、まず分析の対象として｢昔から地震や台風などの

天災を克服することになれていた日本人は特有の決断力と活力で天災事変より深刻な戦争の惨

禍から国家を再建するために専念してきた｣ことを勘案すると、戦後(1945)における日本の経済

政策の変化を分析の対象にすることも異例でない。したがって、先行研究としては、戦後に展

開された都市計画システムなど戦後再建の中で戦災都市の戦後復興の歴史的・社会的研究に限

られている3。本論文では、戦後復興の計画から実施までのプロセスを経済的なコンテクストか

ら議論を展開させたい。 

第3に、1995年の阪神・淡路大震災に関する先行研究では、｢災害復興論｣や震災不況・震災復

興財源の課題などが論じられている4。 

第4に、2011年の3.11東日本大震災に関しては、特に1995年の阪神・淡路大震災から10年を前

後にした研究業績が2005年から多くなされている。たとえば、危機管理学総論として実践科学

に取り組んでいる現地専門家の災害研究(『検証：東日本大震災』)や経済学、都市論、産業論な

どの分野より、第一線の学識者50名による、震災からの復興に向けた提言集(『東日本大震災 復

興への提言』などが挙げられる5。 

次に、本論文の分析対象及び考察方法について触れておきたい。まず、分析の対象は、関東

大震災(1923)後の経済政策、戦後(1945)における日本の経済政策、阪神淡路大震災(1995)後の経

済政策、東日本大震災(2011)後の経済政策といった4つの事例である。以上の4つの異種の災害に

ついて、震災後の日本システムを分析し、各事例ごとの経済政策を比較する。考察に当っては

経済的な観点から被害(額)を把握し、震災(戦災)からの復旧・復興ををめざす｢日本再生戦略｣の

構想を比較し、日本の経済構造及び日本経済政策の変容を分析するのが本論文の問題意識(目的)

である。 

いずれの事例においても内外の変化への対応を目指す｢日本の再生戦略｣の実行(＝経済政策の

実施)に際しては、日本の経済構造及び日本経済政策の相互の影響を踏まえた上で、とりわけ次

に掲げる関係については特に留意が必要である。まず、被災実態把握を行ない、その現状を踏

まえた経済構造や経済政策の変容を探ることである。しかしながら、本論文では震災の復旧･復

                                                                                                                                                                     

若干問題 』(復刻版)関西学院大学出版会、2012年。； 深澤映司｢関東大震災発生後における政策

的対応―財政・金融面の措置と日本経済への中長期的影響―｣『調査と情報 Issue Brief』第709号、

国立国会図書館、2011年、pp.1-10。 
3
 ティラッソー(Nick Tiratsoo)∙松村高夫∙メイソン(Tony Mason)∙長谷川淳一『戦災復興の日英比較』知

泉書館、2006年。；老川慶喜∙渡辺恵一∙仁木良和『日本経済史―太閤検地から戦後復興まで』光

文社、2002年。 
4
 稲田義久｢震災からの復興に影さす不況――震災４年目の兵庫県経済｣藤本建夫編『阪神大震災と経

済再建』勁草書房、1999年、pp.1-43.；関西学院大学COE災害復興制度研究会編(2005)『災害復興

―阪神・淡路大震災から10年』関西学院大学出版会；藤本建夫『阪神大震災と経済再建』勁草書

房、1999年。 
5
 竹中平蔵∙船橋洋一編(2011)『日本大災害の教訓: 複合危機とリスク管理』東洋経済新報社；関西大

学社会安全学部編(2012)『検証：東日本大震災』ミネルヴァ書房； 東京大学出版会(2011)『東日

本大震災 復興への提言―持続可能な経済社会の構築』；二神壯吉∙橫山禎徳編著(2011)『大震災復

興ビジョン―先駆的地域社会の実現―』オーム社。 
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興プロセスの構造分析を目指すものでない。主に震災が日本社会に及ぼす影響実態を観察し、

その中から構造変化に関連するものを中心として災害後日本経済政策の変容を探るものである。

もちろん復旧･復興の視点が変化したことは認めつつ制度(或いは政策方案)に関して焦点を当て

ることにする。 

まず第１に、災害復興プロセスにおける日本システムとの関係である。災害(戦争)からの復

旧・復興を目指す日本にとって、災害当時のガバナンスは重要な要素(要因)である。第2に、グ

ローバル世界の変動に伴う経済政策との関係である。第3に、財源調達のための手段である財政

との関係である。経済(成長)政策と財政の確保(健全化)の両立は不可避の課題である。災害後、

国内需要が変動(主に低迷)する日本にとっては、内需拡大の努力だけでなく、輸出(外需)を拡大

していくことが重要な課題となる。そのためには、構造改革や緊縮財政などを含めた日本経済

政策の変容がが不可欠となる。その際、FTA(Free Trade Agreement：自由貿易協定)やTPP(Trans-

Pacific Partnership：環太平洋パートナーシップ/環太平洋経済連携協定)の締結による世界各国の

需要を取り込む通商政策をも検討する必要がある。第4に、主な政策遂行者主体とその役割であ

る。政策それ自体の成功・失敗如何を問わず、日本が経験した経済政策の実施を推進した行為

者に注目する。震災(戦災)に当たっての主な行為者は政府であり、最初に基本方針を確立するこ

とが中心的な役割(課題)であった。もちろん主な政策遂行者が変わっていたとしたらそれに関し

ても若干触れることにする。 

以上の問題を以下の構成でもって論じることにしたい。第Ⅱ章は、4つの事例に見られた災害

後日本経済政策の展開と変容を分析する。そこでは、本論文の分析対象及び考察方法に基づい

て作成した分析の鳥瞰図([表1])を踏まえて日本の経済政策を事例ごとに考察する。第Ⅲ章におい

ては、第Ⅱ章で分析した日本の経済政策の変容を比較する。災害を前後して日本ではどのよう

なシステムが作動していたのか、グローバル世界の変動とはいかなるものであったのか、そし

て日本の経済構造及び日本経済政策の変容、財源調達のための手段(財政)はどのように行われた

のかなどが分析される。そのうえで、それらが主な政策行為者の言説といかに関連しているか

が検討される。結論(第Ⅳ章)においては、災害復興プロセスにおける経済政策の帰結をまとめる。

そして、災害研究の現状を踏まえて本研究の限界及び課題が検討される。 

 

[表 1] 分析の鳥瞰図：災害復興プロセスにおける日本経済政策の比較 

 関東大震災

(1923) － 
戦後(1945) － 

阪神淡路大震災

(1995)－ 

東日本大震災

(2011) － 

システム(ガバナンス) 戦間体制 戦後体制 災間(災前)体制  災後体制 

グローバル世界の変動 － － － － 

日本の経済構造 － － － － 

日本経済政策の変容 － － － － 

財政(財源調達手段) － － － － 

主な政策遂行者 － － － － 

出所: 筆者作成 

 

本発表の分析対象である関東大震災(1923)、戦後(1945)、阪神淡路大震災(1995)、東日本大震災
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(2011)という四つの災害復興プロセスにおける日本経済政策の変化を分析すると次のようなこと

が明らかとなった。 

第一に、関東大震災(1923)後の経済政策関連の分析をまとめると、当時のシステムは、｢戦間体

制｣であり、主なグローバル世界の変動としては世界的大恐慌(1929-33)が発生していた。一方、

当時の経済構造は｢戦間期の軍需経済｣及び｢昭和(金融)恐慌｣という2大特徴が挙げられる。日本

経済政策の変容を示すものとしては｢国債･外債の発行｣や｢緊縮財政政策の実施｣である。その政

策実行に当たっての財源調達のための手段(財政)は、｢国債と外債の発行｣など採られていた。そ

して主な政策遂行者は｢日本政府｣であり、｢復興院｣を運営していた。 

 

[表2] 関東大震災(1923)被害総額 

 金額(百万円) 割合(％)  金額(百万円) 割合(％) 

被害総額 5,506 100 工場 238 4.3 

堤防 39 0.7 商品在庫品 2,137 38.8 

道路 23 0.4 各省の被害 220 4.0 

建物 1,875 34.0 その他 106 1.9 

家財・什器 869 15.8 1923年のGNP 14,924  

被害総額の対GNP比 36.9 

出所：出所：被害額は日本銀行統計局編『明治以降本邦主要経済統計』1966年、GNPは大川一司他著

『長期経済統計I 推計と分析 国民所得』東洋経済新報社、1974年；岩田規久男『経済復興――

大震災から立ち上がる』筑摩書房、2011年、p.57から再引用。 

 

第二に、戦後(1945)における日本の経済政策関連の分析をまとめると、当時のシステムは、｢戦

後体制｣であり、主なグローバル世界の変動は｢GATT(関税及び貿易に関する一般協定)体制下｣で

の貿易自由化の推進である。一方、日本の経済構造は｢戦後改革と経済復興｣及び｢戦後インフレ

ーション｣という 2 大特徴が挙げられる。日本経済政策の変容を示すものとしては、経済の｢非

軍事化｣と｢民主化｣、｢ドッジ･ライン｣や｢経済自立への軌跡(財閥解体/農地改革/労働改革)｣があ

げられる。その政策実行に当たっての財源調達のための手段(財政)は、｢国際的な軍需景気に伴

う戦後特需の財政｣などであった。そして、主な政策遂行者は｢連合国軍最高司令官総司令部

(GHQ/SCAP)｣であり、｢日本経済の再生｣と｢世界システムへの復帰｣を目指していた。 

 

[表3] 第二次世界大戦(1939-1945)の被害総額6
 

 金額(百万円) 割合(％)  金額(百万円) 割合(％) 

被害総額 64,278 100 資産別被害   

 直接被害 48,649 76  家具・家財 9,558 15 

                                                      
6｢太平洋戦争による我国の被害総合報告書｣経済安定本部総裁官房企画部調査課。Overall Report of 

Damage Sustained by the Nation During the Pacific War, Economic Stabilization Agency, Planning 

Department, Office of the Secretary General, 1949. ( 財 ) 国 土 技 術 研 究 セ ン タ ー の 資料 

http://www.jice.or.jp/oshirase/201110111/koumura_05.html  

http://www.jice.or.jp/oshirase/201110111/koumura_05.html
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 間接被害 15,629 24  生産品 7,864 12 

資産別被害    その他 9,283 14 

 建築物 22,220 35 無被害想定国富 253,130 100 

 工業用機械器具 7,994 12 敗戦時残存国富 188,852 75 

 電気ガス供給設備 7,359 
11 35 年国富敗戦時現

在換算額 
186,751 

 

注：1)被害総額は資産的一般国富の被害であり、林野・樹木、道路などの被害は含まない。2）被害

総額は日本領土内で被った平和的諸財貨の被害であり、艦艇・航空機等の被害は含まない。3)無

被害想定国富は敗戦時残存国富と被害総額の合計を示す。 

出典：日本銀行統計局編『明治以降本邦主要経済統計』；前掲岩田規久男『経済復興：大震災から立

ち上がる』筑摩書房、2011年、p.73から再引用。 

 

第三に、阪神淡路大震災(1995)後の経済政策関連の分析をまとめると、当時のシステムは、｢災

間(災前)体制｣7であり、主なグローバル世界の変動としては 1995 年に｢WTO(世界貿易機構)成立｣

があったものの、その後 WTO の低迷と FTA(自由貿易協定)の拡散が著しくなった。一方、日本

の経済構造はというと｢バブル経済の崩壊｣という特徴が挙げられる。日本経済政策の変容を示

すものとしては、｢構造改革(金融･財政など)｣、｢デフレ脱却｣であり、政策実行に当たっての財

源調達のための手段(財政)は、｢消費税の引き上げ｣などによって行われた。主な政策遂行者は

｢首相官邸/日本政府｣であり、｢WTO の国際規範を遵守しながら日本国内の規制緩和をさらに進

め、日本の市場開放に向け取り組んでいくべきであり、また世界貿易の発展のため貢献したい｣

(橋本通産大臣の談話 1995.6.28)というスタンスを採っていた。 

 

[表4] 阪神・淡路大震災被害総額(兵庫県による推計1995年4月5日) 

単位：億円 

建築物 58,000 保健医療福祉施設 1,733 

鉄道 3,439 廃棄物処理、し尿処理施設 44 

高速道路 5,500 水道施設 541 

公共土木施設(高速道路以外) 2,961 ガス、電気 4,200 

港湾 10,000 通信、放送施設 1,202 

埋立地 64 商工関係 6,300 

文教施設 3,352 その他の公共施設 751 

農林水産関係 1,181 合計 99,268 

出典：兵庫県｢阪神・淡路大震災の復旧・復興の状況について｣ 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/wd33/documents/fukkyu-fukko2012-12.pdf 

 

                                                      

7 2011年以降、｢災後が始まる｣前を指し、｢災前」または1995年阪神淡路大震災と2011年東日本大震

災の間を意味する「災間」という用語を用いた。 
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第四に、東日本大震災(2011)後の経済政策関連の分析をまとめると、｢災後体制｣8であるといえ、

主なグローバル世界の変動としては｢世界金融危機｣9が発生したことで挙げられる。一方、日本

の経済構造の特徴は｢失われた 20 年｣という言葉に集約されるだろう。また、日本経済政策の変

容を示すものとしては、｢TPP 交渉への参加宣言｣[TPP の関係 9 カ国(P9)との協議開始(2011.12)]、

｢デフレ脱却と中長期的な経済財政運営｣がある。その政策実行に当たっての財源調達のための

手段(財政)は、｢消費税の引き上げ｣などによって賄われることとなり、 ｢首相官邸 vs．非政府行

為者(NGO/NPO など)｣の主な政策遂行者が｢被災からの再生･復旧･復興｣を目指し努力している。 

 

[表5] 東日本大震災によるストックへの被害額推計(内閣府による推計2011年6月24日) 

項目 被害額 

建築物等(住宅・宅地、店舗・事務所、工場、機械等) 約10兆4000億円 

ライフライン施設(水道、ガス、電気、通信・放送施設) 約1兆3000億円 

社会基盤施設(河川、道路、港湾、下水道、空港等) 約2兆2000億円 

農林水産関係(農地・農業用施設、林野、水産関係施設等) 約1兆9000億円 

その他(文教施設、保健医療・福祉関係施設、廃棄物処理施設、その他公共

施設等) 

約1兆1000億円 

総計 約16兆9000億円 

出典：内閣府(防災担当)「東日本大震災における被害総額の推計について」2011年 

http://www.bousai.go.jp/oshirase/h23/110624-1kisya.pdf 

 

[表6] 関東･戦後・阪神淡路･東日本大震災の被害比較 

 関東大震災 第二次世界大戦 阪神・淡路大震災 東日本大震災*
 

発生日 1923/9/1 1939-1945/8/15 1995/1/17 2011/3/11 

地震規模 

(マグニチュー

ド) 

7.9 － 7.3 9.0 

死者 99,331人 犠牲者・軍民合わ

せて約200万人10 
6,434人 15,482人 

行方不明者 43,476人  3人 7,427人 

住宅被害 損失家屋 

57.5万戸 

空襲により、

215都市、6万

4500haが罹災 

全壊104,906棟、半壊

144,274棟、全焼6,14

8棟 

全壊104,428棟、半壊99

,911棟、全焼249棟、床

上浸水11,382棟、床下

浸水11,695棟 

被害額 被害額55.1億円 被害総額642億

円 

9.9兆円 16.9兆円(内閣府試算)  

                                                      
8
 3.11東日本大震災後、｢日本では戦後が終わり、災後が始まる｣という言葉が言挙げされている。こ

の言葉は復興庁復興推進委員会の委員長代理を務めている御厨貴東京大学教授のものである。第2

次世界大戦敗戦後の日本が、｢戦後体制｣を確立したように大震災の災害から復旧し、日本再生・

日本再建(復興)を目指すという重要な転換期的な意味が内包されている。 
9
 世界金融危機とは、2007年のアメリカでのサブプライムローン問題、すなわち、住宅バブル崩壊に

端を発し、2012年現在に至るまで続いている国際的な金融危機のことを指す。これを発端とした

経済不況の世界的連鎖は｢世界同時不況｣とも呼ばれている。 
10

 海軍・約20万人、陸軍・約50万人、民間・約130万人 
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主要な被災

(戦災)地 

関東地方 広島・長崎 神戸市に集中 東北・関東など広範囲 

被災地の特

徴 

－ 原爆の被害 
(広島・約20万人 

長崎・約15万人) 

大都市・消費地・商

業圏 

地方の海岸地域 

大規模工場の集積地 

復興の状況  － 経済民主化 比較的早期に都市機

能が復元 

津波被害により復興に

相当の時間 

その他の特

徴 

朝鮮人・中国人

虐殺 

国家全体の被害 港湾施設の崩壊 電力不足・原発不安 

他地域への

影響 

－ － 貿易に支障 部品不足による生産制

約(国内外) 

国の財政支

出 

20兆円 

(現在価値) 

－ 5兆200億円(6年間) 10兆円～ 

景気の状況 昭和金融恐慌期 経済発展期 回復期(93年10月～) 回復期(2009年3月～) 

注：*東日本大震災には余震による被害も含む、2011年6月24日時点の統計である。 

出典：各種資料を参考に三菱UFJリサーチ＆コンサルティング調査部作成、小林真一朗｢復興に向か

って歩みだす日本経済～東日本大震災後の日本経済の展望と課題～｣p.67から再引用 

棚橋祐治｢阪神・淡路大震災の産業への被害と対応｣ジュリスト，No.1070，p.126，1995年 

 

[表 7 災害復興プロセスにおける日本経済政策の比較] 

 
関東大震災(1923)後 戦後(1945) 

阪神淡路大震災

(1995)後 

東日本大震災

(2011)後 

システム 戦間(戦前)体制 戦後体制 災間(災前)体制 災後体制 

グローバ

ル世界の

変動 

-世界的大恐慌(1929-

33) 

-GATT(関税及び貿易

に関する一般協定)体

制 

-貿易自由化 

-朝鮮特需 

-WTO(世界貿易機構)

成立 

-WTO の低迷と

FTA(自由貿易協定)

の拡散 

-世界金融危機 

日本の経

済構造 

-｢恐慌の 10 年｣： 

昭和(金融)恐慌 

-戦間期の軍需経済 

-戦後改革と経済復興 

-戦後インフレーショ

ン 

-バブル経済の崩壊 

-失われた 10 年 

-失われた 20 年 

(産業空洞化の加速

化) 

日本経済

政策の変

容 

-国債･外債の発行 

-公的金融の拡充 

(緊縮財政路線堅持) 

-経済の｢非軍事化｣と

｢民主化｣ 

-ドッジ･ライン 

-経済自立への道 

･財閥解体 

･農地改革 

･労働改革 

-構造改革(金融･財政

など) 

-デフレ脱却 

-TPP 交渉への参加

宣言 

･TPP の関係 9 カ

国 (P9)との協議開

始(2011.12) 

-デフレ脱却と中長

期的な経済財政運

営 

財政 

(財源調達

手段) 

-国債と外債の発行 
-戦後特需 

-国際的な軍需景気 

-増税 

-消費税の引き上げ 

-復興債 

-消費税の引き上げ 

主な政策

遂行者 

-日本政府 

･｢復興院｣ 

-連合国軍最高司令官

総 司 令 部
(GHQ/SCAP) 

･｢戦災復興院｣ 

-首相官邸 

-首相官邸 

vs．NGO/NPO 

｢復興構想会議｣ 

出所:筆者作成 

 

<Abstract>  
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A Political Economy System of Japan after Disasters: Comparative Analysis among the Great Kanto, 

Hanshin-Awaji, the Great East Japan Earthquake and the Post-World War Ⅱ  

  

Kim Young-Geun (Korea University) 

 

The purpose of this paper is to analyze how Japanese economic structure or policy has undergone 

transitions in coping with internal and external changes of circumstance after catastrophic disasters such as 

earthquakes and the war. It focuses on the transfiguration of economic policy after outbreak of the Great 

Kanto Earthquake of 1923, post-war system (1945), the Great Hanshin-Awaji Earthquake of 1955 and the 

Great East Japan Earthquake of 2011. This paper analyzes the economic structure and political changes 

after outbreak based on grasping the actual condition of each accident. Especially focusing on the social 

effect from earthquakes in Japan, it analyzes Japanese economic political transformation related to global 

economic changes. 

First, it describes Japanese governance changes in terms of the restoration process of each accident. The 

disaster governance which has been changed from the Great Kanto Earthquake indicates 'inter-war-system' 

which means between a war and the other, 'the postwar system', 'inter-disaster-system' which means 

between a disaster and the other especially after the Great Hanshin-Awaji Earthquake, to 'post-disaster 

system' after the Great East Japan Earthquake. 

Second, it shows a maneuvering of relations regarding Japanese economic policy attendant upon global 

economic changes. The Showa Financial Crisis that happened with the Great Depression (1929-1933) after 

the Great Kanto Earthquake of 1923, pushing forward trade liberalization under the GATT and economic 

reform and growth through dissolution of Zaibatsu, agrarian and labor reform in the postwar system, 

establishment of the WTO and the bubble burst after the Great Hanshin-Awaji Earthquake of 1955, 

continuing the Japan's Lost Two Decades and the occurrence of global financial crisis after the Great East 

Japan Earthquake of 2011.  

Third, it conducts comparative analysis on financial policies which is used as procuring funds for 

economic resurrection. There has been political changes such as issuing national and foreign bonds as well 

as implementation of a tight-money policy after the Great Kanto Earthquake, approach to economic power 

through returning to the global system after the war, implementation of tax boost, consumption (sales)-tax 

increase after the Great Hanshin-Awaji Earthquake, and cutback of annual expenditure in addition to 

consumption tax increase after the Great East Japan Earthquake. 

Forth, it presents the role transition of main political decision-makers who promotes revival (restoration) 

policies after disasters. There has undergone several role changes such as operating the Capital Restoration 

Board after the Great Kanto Earthquake, GHQ and Japanese government in the postwar period, the role of 

prime minister and the Japanese government after the Great Hanshin-Awaji Earthquake, and now, to prime 
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minister vs. non-government participants after the Great East Japan Earthquake. Particularly, in the 

economic recovery (restoration or revival) process of 3.11 disasters, it seems that non-government's role as 

a new trans-actor is strengthening. 

 

Key-words: The Great Kanto Earthquake, the postwar period, The Great Hanshin-Awaji Earthquake, The 

Great East Japan Earthquake, inter-war-system, inter-disaster-system, post-disaster system, restoration 

policy, economic policy, recovery demand, disaster governance and financial policy 

 

キーワード：関東大震災、戦後、阪神淡路大震災、東日本大震災、戦間体制、戦後体制、WTO

体制、災間体制、災後体制、復興政策、経済政策、復興需要、災害ガバナンス、財政政策 



「東日本大震災後、韓国から見る＜日本社会変容＞について」 

全成坤(Jun, Sung-Kon) 

（高麗大学校日本研究センター） 

(jsungkon@hanmail.net） 

 

＜全体の概略＞ 

今回の報告では、東日本震災と「日本社会の言説分析」を行うことである。東日本震災を

「敗戦」となぞらえる論もある。それほど日本社会に与えた影響が大きかったことを意味して

いる。そこで、外部の視点で日本社会の言説を追ってみることで「災害後」の社会像を読み取

り、その方向性を考えて見ることにした。特に『世界』と『現代思想』の雑誌において展開さ

れる「災害後」の言説は多極化していった。つまり、災害対応の問題点として「社会安全」の

問題をめぐる視点が多く現れた。それは地震・津波・原発事故による複合災害のためやむを得

ざることであるが、そこで見えてきたのはやはり「国家主導」の「復興」政策に含まれている

イデオロギーの問題を置き去りにしていることであった。たとえば、子安宜邦の日本精神の復

興のようなものである。関東大震災後に出された『日本精神研究』は、日本精神という言葉を

震災後初めて出した本であるが、そこには橫井小楠をはじめ国家改造を実践したと言われる

面々とした人物を登場させている。それは社会改造を試みる論理を彼ら「英雄」に求める論調

であり、そのエトスを呼名することだと指摘している。つまるところ、日本精神復興と呼ぶこ

とによって「日本精神」は創出されることを解読し、そのレトリックを鋭く指摘するのである。

とりわけ、日本精神は「災害」とともに生成され、国家を意識することを余儀なくされる「危

険」に警鐘をならしている。それが関東大震災だけのことではなく、東日本震災でも言えるも

のであろう。災害を直面した在日外国人が「出国」するのをみて、日本人とは違うことを報道

したり、逆に外国人の支援活動における美談話を紹介することさえも「availability heuristic」に

なる恐れがあり、日本人意識を強める「日本人」を作ってしまうのである。日本内部の違いを

浮きぼらせることで、治安とか国家業務の連続性として、被災地の住民を「国民化」する戦略

には、非国民を登場させ、外国人を排除し、国民を一元化しようとするイデオロギーが見え隠

れすることを「自覚」しなければならないと思うのである。それを含めて東日本震災は「復興」

しなければならないと復興になれないであろう。 

 

1．3.11 以前は: 二分法的図式 ― 左翼(市民派)=脱原発  保守派=原発推進  

― 3.11 以後は脱図式化 ：反戦平和の森永卓郎が福島原発事故以後でも擁護論展開  

― 小林:脱原発主張 －西尾幹二が脱原発 ： 

 西尾幹二の「平和主義ではない「脱原発」」には賛同する点が多い。  



 長谷川 三千子의 「元凶は原発、是か非か」 

 日本人の 70%以上は段階的に廃止を主張  

 

 日本にける科学の安全神話が崩壊している。左翼=脱原発, 保守=原発推進という図式の崩壊。

原発ゼロ化を主張  

 ― 西部進「是非もなく原発は続行される」、東谷「原発は日本の歴史的課題」 

 ー＞ 西部と東谷は異常なほど東京電力を擁護  

 近代主義者は脱原発は不可能なことだと語ることへの批判。  

 發電費用の上昇による国際競争力が落ちてしまう。  

 西尾乾二の原稿で感動をうけたのは、‘脱原発’ではあるが、‘反核’ではな

いということ。p.41 – 同一な立場 ? 

 脱原発ではあるが核保有をあきらめてはいけないと思う。 

  

２．『現代思想』7月(臨時増刊） 

 子安宣邦『『被災の思想 難死の思想』『日本精神研究』-二つの震災の間』  

 大川周明『日本精神研究』  

“精神復興というのは日本精神の復興を意味するし,日本精神復興のためにはまず日本精神の本

質を把握しなければならない” 

 

 大川の日本精神の復興期には「日本精神の確信」エトスがあったことが分かる。時間的

「震災後」という歴史的過程として見られるまなざしが「獲得できる」  

 -->国家改造の必要性を意識する北一輝、大川などが登場  

 日本民族の精神的遺伝子の姿であるとか、日本国民の魂だとか、日本文化を創造する力

であると紹介する. (河野省二『日本精神発達史』1936年)  

 東日本大震災と関東大地震、災害後の現在と昭和期を重ねてみる。日本精神の様子  

 --政治状況の類似性  

  短命内閣、政治混乱、不景気、社会的経済状況  

 可能性  

 復興過程に住民(市民)の介入が必要. 

 『被災の思想 難死の思想』を読み直そう。阪神淡路大震災の時にどのように被害者た

ちが棄民になるのか、住民不在の復興？  

 震災直後の復興に<政治、官僚、財閥、学問>の一体的システム-市民的介入が不可避  



 

３．東日本震災は日本の問題 =東アジアの問題 

 一国の視点、問題化してはいけない  

 -原発問題  

 -災害対応問題  

 外国人の問題  

 歴史問題  

 経済交流の問題  

 東アジア周辺国とのかかわり=グロバルナ視点は  

 - ボランティアの問題  

 - 地方と地方という「ローカル」な連帯問題  

 

韓国で日本を見る

外部衝撃
ペー利来航->西欧化->近代国家

敗戦-> 経済大国化

日本の衝撃克服方
法と方向

21世紀東アジア的発想は

市民社会の方向は

1923年関東大震災ー>軍国主義

2011年 3月 11日->混乱->ゆくえは

内部の衝撃

客観的/主体的
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Memo 



◆早稲田大学東日本大震災復興研究拠点 インフラ・防災系復興研究プロジェクト
複合巨大クライシスの原因･影響･対策･復興に関する研究
http://www waseda jp/prj-matsuoka311/http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/

本シンポジウムは、文部科学省研究開発局原子力課・原子力基礎基盤研究イニシアティブ
の研究経費により行っております。
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